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水稲の追肥時期が成熟期における窒素の分配に及ぼす影響

田中尚通日･竹内史郎●2･奥村俊勝 ̀ 2 
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Ⅰ 緒 言 が多い｡しかし,誤った施用はむしろ収丑の低下や

水稲の窒紫追肥は収11上に大 きく影響するので,古 米'Eの劣化を招 くことが考えられる｡

くから多くの追肥試験が行われてきた｡松島ら21は そこで本実験では, NSl 標識硫安の追肥時期を実

0全案追肥時期と収虫桝成襲来との関係を次のように 肥の時期 (出穂期前後)に限定し,出穂前1

報告している｡すなわち,撒数には最高分げっ期の,

1倍穎花数には穂首分化期の,豊熟歩合には穂揃い

直前の,千枚窪には減数分裂期箇前の追肥が,それ

ぞれ有効であるが,椅玄米収血に対する崩適追肥時

期は,環境条件によって異なるとした｡また,戸苅

日から

出鶴後 5日まで 5日間隔で時期を異にした追肥を行

い,各時期の追肥が成熟期における各器官並びに各

薬位の全案分配に及ぼす影廿について検討した｡

日 材料と方法

本実験は,199

幼稚形成期以降は穂の発育にともなって急速に低下 て行なった｡供試品種は水稲 日本略で,種子消番と

して,薬身の豊栄が穂へ転流することを示唆した｡ 催芽処理を行った後,斤酋籍当り乾籾 100gを 5月 

ら71は,菓身の窒紫含有率は磁荷分げっ期が収商で, 1年･神戸大学農学部附属農期におい

12日に播種 して育苗したo育苗管理は通常の方法にさらに安定同位体虫垂紫の使用により,施肥豊栄の

/32.1よった｡播種後2日の薬齢約 の苗を1

グネルポット当り 1株 1本楯で栽培した.供試土壌

2000aワ吸収 ･移行など,その挙動が次第に解明されつつあ

9･る	8 1｡

近年,一般的な栽培技術 として穂肥の後に実肥を は水田土壌 (析壌土)を用いた｡

施す傾向がみられるが,これらの時期の豊栄追肥は 2基肥は普通硫安 (N 04 2P)tpo/8g ,過燐酸石灰 (

穂肥に比べて収丑に対する効果は少なく,通常,収 tpo/5g03.05 )及び硫酸加里 K2( 00 )tpo/5g74.

五とや米質を微調並することを目的に施用されること を全層に施用した｡追肥は101taom.

'-本字軒件EItRescarCherorKlnklUni＼り 
* °.一 t _LbOCoSlLpoArClueKnLn＼.aaah.a 6LJpn近J大学A宇部作物字研兄 (a.lrpc.ktlgiutr.lkUl･NkmclNr 3.aa) 

%の lSN 標識 
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%,葉身は 7-10

窒素含有量を各器官の比率でみると,穂の比率が硫安 (同 

)3
9
9
(1近畿大学農学部紀要 第 26号 

4g/ )を表層に施用した｡試験区はtpo02.

,ついで茎は2-35
0
-6%と高く0
0
5
出穂前10日追肥区,出穂前 5日追肥区,出穂期追肥

区並びに出穂後 5日追月巴区の 4試験区を設けた｡な %,根は 6 %の頓であった｡しかし,追肥時期

が晩くなるにつれて葉身で低 く,地上枯死部で高い

10
-


お,本実験における水稲日本晴の出穂期は 8月3日1
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3g.

m % 

)

葉身全窒素含有量は,葉身乾物垂とほぼ同様の傾成熟期において,器官別乾物盃,器官別全室素含
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追肥で小さくなり,さらに,葉位別にみると追肥時

期が醜 くなるほど各葉位 とt)薬身重は小さくなっ

た｡また,追肥時期が晩いと止め薬並びに第 2葉 (上

g.位葉)の全葉身重に占める割合が高 くなった (Fi

0

個体当り全室素含有丑を器官別にみると,全区と
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全乾物重を器官別にみると,いずれの試験区も穂

が最も重 く,ついで茎部 (秦帝を含む,以下同じ),

葉身,根部,地上枯死部の順であった｡なお,追肥

時期が早いと葉身盟が大きく,晩いほど穂並が大き

もに穂が最も多く,ついで葺部,葉身,根部及び地

上枯死部の順であった｡しかし,追月巴時期が早いと
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月13日であった｡ 傾向がみられた 

向を示したが,追肥時期が晩いほど上位 2葉の割合

の分析法は前報 H と同様である｡ 個体当り標隷窒素の器官別含有血をみると,穂の 
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葉身の標識窒素含有麓を葉位別にみると,いずれ

の施肥時期も止め薬,第 2葉,第 3葉及び第 4葉の

69,64,

79.

出穂前 5日追肥では4 %,出穂期では4 %及び

T
出穂後 5日施肥では4 %と追肥窒素の利用率は追

u 

o 
u 肥時期が晩いほどわずかに高くなることが認められ

5｡u
a

)

58.

6g.(Fi .

追月巴窒素の利用率は,出穂前10日追肥では4 %,

leb(

位 2葬の利用率が著しく低下したが,下位 2葉では

Ta

),は,追肥時期が晩いほど高 くなったO和田ら9)i 塗は比率が小さく,ことに追肥時期が晩いほど低下す

る傾向がみられた｡根の比率はいずれの追肥時期で

IV 考

水稲における窒素の吸収は,温度と光の強さに強

9)

･6

S

0

く彩管され5 ),追肥窒素の吸収率は,基肥に比べて

極めて商いことが報告されている1.

本実験は ■N標識硫安の施用を実肥の時期 

前1日～出穂後 5日)に限定し,追肥時期の差異が,
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3

50みると,穂の比率が6-7%と高く,追肥時期が晩

くなるほど穂に多丑の追肥重来が蓄耕された｡薬身

の比率は,出穂前追肥では約1%であったが,出穂
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-後追肥では約 7%に低下した｡茎は 4

にあり追肥時期による差が小さかった｡地上枯死部 その結果,この期間内における追肥重来の利用率

m 

T 

順であったが,追肥時期が晩 くなるに従って,各葉

位の標識窒素含有膿は著しく低下した 

た｡また,器官別にみると穂では追肥時期が晩 くな
g 

J 
T 

o るほど利用率は高かったが,葉身では逆に低 くなっ
T た｡また,他の器官では施肥時期の違いによる利用

率の差はわずかであった｡

一方,薬位別にみると追肥時期が晩 くなるほど上

明かな差はみられなかった 1)a 

察

(出席

成熟期の堂紫の分配に及ぼす影響をみたものであ

素の施肥血が多く,施肥時期が晩いと吸収率が高く

なることを示唆している｡)5g.もほぼ等しくなった (Fi 0
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和田ら8･9)は,施肥時期の違いによる全案利用効率 では出穂前の追肥窒紫は薬に多 く蓄積していること

について,穂首分化期及び 2次枝梗分化期の追肥は から,穂が十分な壁梁同化能を備えるまでは,これ

%前後と虫 も高 く,ついで減数分裂期で44%～405
 らの窒紫はまず黄身へ育科され,穂へ再分配されて

6
5
%,分げっ期で3%,出穂期で2-3%であり,基

肥 は22-2%と最も低いと述べている｡本実験にお

6


7


いるものと考えられた｡

また,水稲の収支とはシンクとソースのバランスに

ける出穂前の追肥利用率では和田ら81の報告よりや よって決定される｡本実験では,追肥時期がすべて

や低 く,出穂後の追肥では逆にやや商い傾向がみら シンクの形態がほぼ完成 した後であり,成熟期の穂

れた｡このことは,豊栄の利用率が供試品種,根城 並には顕著な差はみられなかった｡しかし,出穂前

の大 きさ,土壌の天然供給重来虫,施肥窒葉虫,追 追肥区の葵身窒素含有兄は,出穂後追肥に比べて多

肥時期及び栽培和墳条件(特に温度 と光),植物体の く分配されていた｡すなわち,出億期前後の追肥は

生長丑等によって異なることに起因するものと思わ 収血以外の要因,例えば不完全粒歩合や食味などに

れた｡ 作用していることが考えられる｡よって,出穂期前

Source折谷3･4)は,窒素の栄懇体 ( )における同化 後の窒紫追肥は,生育状況,とくに窒紫含有率の指

と穂 ikn
S
( )への転流について,栄発生長期には追 標 となる葉色や品唖の特性,出穂期の早晩とそれに

肥 JSNは主に活動中心薬に染申し,-葬身に全体の約 伴う出穂後の温度の推移などをよく考慮して追肥時

005
-6


5
11

%が分布しているが,穂ばらみ糊以降には穂

が活動の中心となるため,追肥 Nは穂へ媒申し,

期や施肥血を決定することが盛挙である｡

今後,さらに実肥の追肥時期や追肥丑と米粒の晶

薬への分市己は少なくなる｡従って,分げっ期追肥 J 5 質や食味 との関係について追求する必要性が認めら

0

0

Nの穂への分配割合は約5%であるが,出穂期追肥 

JSNでは7%と著しく商い｡このように,後期追肥 

れわo 

Sl-Nの穂への割合が高 くなる理由として,薬身にお V 要 約

ける同化を経ないで根から梓を経て,直接的に機で 単位面研当 りの追肥兄から井出した 15N標識硫


同化 ･蓄冊するためであると述べている｡ 安を,日本僻の出穂前10ETから出穂後 5日まで, 5


本実験でt)穂ばらみ期以降,活動の中心である穂 日間隔で追肥時期をかえた実験にもとづいて,成熟

が直接に塁紫を同化し,この豊紫同化能は出穂前に 期の乾物生産並びに垂紫の分配を追究した｡

比べて出穂後の方が商いものと思われたが,本実験 群官別乾物並の比率は,いずれの追肥時期におい
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ても穂が最t)高 く,ついで茎の項であった｡なお,

追R巴時期が晩いほど穂の比率が高く,葉身の比率は

低かった｡

器官別全室乗合有責の比率は,追R巴時期にかかわ

らず穂が最も高く,ついて茎,葉身,地上枯死部,

根の順であった｡なお,追月巴時期が早いほど,葉身

の比率が高く,茎の比率が低かった｡逆に,追肥時

期が晩い場合は,地上枯死部の比率が高かった｡

標識窒素 lSNの各器官別の比率は,追R巴時期にか

かわらず穂が最も高 く,ついで葉身の順であったが.

葉身では出穂前に比べると,出穂後の追R巴では低下

した｡茎では追月巴時期による差が小さかった｡地上

枯死部の比率は追肥時期が晩いほど低 くかった｡
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